
平成 27年度 第 2号 

 

～三重県に生まれ育つすべての子どもに途切れのない支援を～ 

 

 

あすなろ学園市町支援課は、 

途切れのない支援システムの構築を推進しています。 

 

三重県に生まれ育つすべての子どもの発達保障・子育て支援を目指し、あすなろ学園は多くの 

市町と共働しながら、以下の取り組みを進めています。 

 ①発達総合支援室（保健・福祉・教育の一元化室）・機能の設置 

 ②「ＣＬＭ（チェック・リスト・ in 三重）と個別の指導計画」による保育所・幼稚園での 

 早期発見・支援 ＊CLMは、子どもの育ちを見極め、適切な支援を行うためのツールです 

 ③みえ発達障がい支援システムアドバイザーの育成支援 

 

 いなべ市は、平成の大合併による三重県で最初の自治体として、平成 15 年

12 月に誕生しました。しかし、人口 1 万人前後の小規模の 4 町の合併であっ

たため、福祉は全般的に脆弱な状態でした。子育て支援は将来を担う市民を育

成する先行投資と位置付け、取り組みを始めました。そんななか、職員が「で

きることから始めよう」を合言葉に自分たちで構想・計画・実施に取り組んだ

途切れのない支援の形が「いなべ市チャイルドサポート」です。 

 構想から 8年、市内の全ての保育園、小・中学校の参加のもと、保健・福祉・

教育を途切れなく繋ぐ「チャイルドサポート」システムを構築することができ

ました。担当する発達支援課は、学校教員 2 名、保育士 3 名の計 5 名のみえ発達障がい支援シス

テムアドバイザーが在籍する要の部署に育ちました。 

 この間、平成 23年度には厚生労働省「発達障害者等支援都市システム」のモデル市町村に、ま

た、平成 25・26・27年度の独立行政法人国立特別支援教育総合研究所の「インクルーシブ教育シ

ステム構築に関する研究」にかかる研究協力機関に選定していただけたことは、職員たちの何より

の励みとなっています。 

 「チャイルドサポート」システムを円滑に運営するには職員の力量の向上が欠かせません。その

点、職員の研修を引き受けていただき、6名のアドバイザー育成という、大きな力となってくださ

った三重県及びあすなろ学園に深く感謝いたします。 

 また、昨年度からはチャイルドサポート第２期計画に着手し「夢はきっと叶う。今、自分が叶え

られなくても、きっとあとに続くものが叶えてくれる」と日々、職員とともに、「子どもたちが健

やかに育ちますように」といなべ市全体で取り組んでまいります。 

平成 27年 11月 いなべ市長 日沖 靖 



 

平成 27年 8月 27日に三重県総合文化センター中ホール 

にて、「ザ・夏 途切れのない発達支援研修会」を行いまし 

た。今年度は「子どもの育ち」の演題で西田園長の講演を 

行いました。教員、保育士、保護者、県民の方々など 528名 

のご参加をいただきました。 

以下に講演内容の一部を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの中から一部を抜粋してご紹介します。 

 

 

 

 

  

市町の「みえ発達障がい支援

システムアドバイザー」が作成

した支援グッズをロビーに展示

しました。参加者の多くの方が

実際に手に取り、使い方や作り

方の説明を聞き、支援について

の意見交換の場となりました。 

・たくさんの人との出会いの中で伝え合うことの大切さという点で、私自身少しでも役に立てたら 

嬉しく思います。（保育士） 

・私たちは子どもの成長の一時期しか関われない。一生かかわる親御さんと将来の姿を共に考えるため

に、今日のような事例を今後の業務に生かしていきたいと思います。（市町行政職員） 

・外来でいろんな人と接している先生の例としての話、とても興味を持って聞かせていただきました。

私自身先生が大好きです。先生の話し方が分かりやすく楽しく聞かせていただきました。（保護者） 

 

 

  

大人の役割 

＊子どもに正直に対応する 

＊子どもの多面性を肯定的にとらえる 

＊子どもに生きる知恵を教える 

＊子どもの可塑性と可能性を信じる 

＊いつも気にかけ心配してくれている人 

  そういうたくさんの大人に会えること 

 

＊親に代わることはできないが、他人だか

らこそできることがある 

＊現在と未来はかえることができる 

＊過去は変えられないが、過去の意味は変

えられる 

＊気がついて変わりたいと思った時、人は

変われる 

＊たくさんの人との出会いと伝え合いに

よって子どもは育つ 
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 あすなろ学園職員が出講して実施している「CLM と個別の指導計画」作成ワークショップの講

義内容を収録した DVDを関係機関にお配りします。 

県内全保育所・幼稚園に『気になる子の早期発見・支援のための「保育・教育に求められる目利

き・腕利き」ダイジェスト版』を配布します。 

また『気になる子の早期発見・支援のための「保育・教育に求められる目利き・腕利き」（上下

巻２枚組）』『「CLM と個別の指導計画」～担任のための支援のシナリオ～』の２タイトル３枚セッ

トの DVDを、各市町担当部局に配布します。 

 クラスのすべての子どもにわかりやすく、規律のある保育を実現するため、ご活用ください。 

＝歩き方コンテスト＝  B町「CLMと個別の指導計画」より  

  

名前：Aくん （５歳児） 
絞りこまれたチェック項目 
（７）落ち着きがなく、よく動く。 
エピソード 
室内での移動も走ることが多く、声をかけると歩くが、早足のため、人と 
ぶつかってしまうことがある。 

要因や気持ち 
・衝動性がある。 
・走っている感覚がわからない。 
・刺激（友だちの動き）に弱い。 

目標：お昼寝で遊戯室に行く時、歩いていくことができる。 

期間 具 体 的 な 指 導 方 法 結果・評価 
 ＜クラス環境の整えとクラス全体の支援＞ ＜個別の支援＞ 6/15  欠席 

6/15 
～ 
6/26 
 
２W 
10 回 

・テープで保育室から遊戯室までの動線を示
す(支援の例①) 
 
【歩き方コンテスト】 
・歩いた方が得になるエピソードを絵本で 
紹介する。 

・移動する時の約束を伝える。（支援の例②） 
  
 
 
・遊戯室への移動はグループ別に歩いていく
ことを伝える。（歩数も合わせて） 

・園長が歩くこと、走ることのモデルを見せ
る。 

・歩くこと、走ることの練習をさせる。 
 
・グループ別に歩いて移動させる。 
・園長や担任が褒め、上手な歩き方ランキン
グを伝える。（支援の例③） 

・シール評価をする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・歩いて移動することを予告する。 
・走り出しそうになったら、「気づき
のカード」で知らせる。 

 
・個別にも褒める。 

6/16 ×  

6/17 ○  

6/18 ○  

6/19 ○  

6/22  欠席 

6/23 ○  

6/24 ○  

6/25 ○  

6/26 ○  

評価日 

６月 29 日（月）

13:30～ 

やくそく「しずかにあるいていこう」 

支援の例② 

やくそく〈しずかにあるこう〉 

 ○         

 ○         

名 

前 

□         

□         

  

支援の例③ 

支援の例① 

 



 ４月から始まった今年度の「みえ発達障がい支援システムアドバイザー」研修も、半年が経過し

ました。研修には様々なメニューがありますが、その一つに、先輩アドバイザーの活躍を見学する

機会があります。 

今回は、発達に課題のある子どもたちを早期に支援するために、志摩市が行っている３歳児健診

の様子を見学しました。 

志摩市では、問診などの個別対応だけでは見えてこない子どもたちの様子を、集団遊びを通じて

把握することで、支援が必要な子どもたちの早期発見を行っています。心理士・保健師・アドバイ

ザー保育士で支援に必要な情報を共有して、保育所での支援や保護者支援、幼児療育等の支援を早

期に開始することができています。健診後も保健師とアドバイザー保育士が一緒に子どもの成長を

見守っています。 

この健診研修で学んだ研修生の感想を紹介します。 

 

・集団遊びでは、様々な要素がアセスメントできる場が設定されていた。この場をきっかけに、

園と親がつながったり、親子が子ども相談や発達の教室などにつながったりするのだとわかった。 

・健診に保育士のアドバイザーが入ることで、親と同じ場を共有してすぐ話せることで、早い段

階で「気になる子」が発見できるのだろうと思った。 

・健診後のカンファレンスでその後の方針を決定していくことで、保護者とつながり「気になる

子」の支援が継続されていく仕組みが作られており、特に保護者も安心して子育てができると感

じた。改めてアドバイザーが市町での子育て支援に重要な役割を担っていることが理解できた。 

  

「平成 27 年度 THE 市町支援通信特別号」でも既報のとおり、

平成２７年７月１３日に塩崎恭久厚生労働大臣が当園を視察され、

「途切れのない発達支援システム（三重県方式）」に大変関心を示

されました。 

通常の学級における気になる子どもが年々増加している現状を

伝え、その対応として、三重県の「途切れのない発達支援システム」

について、あすなろ学園としての具体的な取り組みの内容とシステ

ム構築の現状について説明を行いました。その施策を引き継ぐ平成

２９年６月に開院する新センターについても紹介しました。 

鈴木英敬三重県知事も同席し、塩崎大臣との質疑応答の中で、 

知事自ら「ＣＬＭと個別の指導計画」について熱く語りました。 

 塩崎大臣は、「発達障がいは早めに取り組み始めることが大事だ。」 

「子どもの力をどう引き出すかが大事だ。」と述べられ、三重県の取り組みを高く評価していただきました。 

 

平成 27年（2015年）10月 30日 
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